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島根県木部谷間欠泉における振動について

Ground vibration observed at Kibedani Geyser, Shimane Prefecture, Japan
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島根県木部谷温泉には，炭酸ガスの圧力によって２ｍほどの高さに水を噴出する間欠泉がある．ここでは，石
井他( 1 9 9 8 )による調査により，1) 噴出周期は約2 9分，噴出している時間は約５分であり，周期，噴出時間ともば
らつきが少ないこと．2) 噴出水の温度変化から浅いところからの噴出水と深いところからの噴出水があること．
3 )間欠泉の周囲で周期的な振動がみられることなどが報告されている．今回は，間欠泉周囲で観測される振動の
振動源の推定を行った．解析の結果，振動源の深さに深いものと浅いものがあることがわかった．これは，浅い
ところからの噴出水，深いところからの噴出水があるというころと対応している．

１．はじめに
島根県柿木村にある木部谷温泉には，炭酸ガスの圧力によって２ｍほどの高さに水を噴き出す間欠泉がある．

ここでは，1 9 7 9年に相川・野口( 1 9 8 0 )により化学分析や水位，噴出間隔についての調査がなされている．また，
1 9 9 7年および1 9 9 8年に石井他( 1 9 9 8 )により，水位の時間変化，噴出水の温度の時間変化，噴出周期，噴出に関連し
た振動等の調査が行われている．その結果，1) 噴出周期は約2 9分，噴出している時間は約５分であり，周期，噴
出時間ともばらつきが少ないこと．2) 噴出水の温度変化から浅いところからの噴出水と深いところからの噴出水
があること．3) 間欠泉の周囲で周期的な振動がみられること．などが明らかとなった．

今回は，この間欠泉周囲における振動の測定とその振動源について報告する．

２．測定方法
木部谷間欠泉の噴出口のまわりに４つの地点に換振器(振動技研製：U P - 2 5 5 S，U P - 2 5 2 S )をおき，増幅器(振動

技研製：U P S - T 3 )を通し，データレコーダー( T E A C製：D R - M 3 b )で光磁気ディスクにサンプリング周波数を１k H z
として記録した．測定は1998年6月15日10時16分から11時46分まで行われた．

３．測定結果
振動は噴出するときにのみ発生しているわけではなく，噴出前，噴出後にも観測された．振動は，?噴出開始

3分3 0秒前から4 0秒後まで，?噴出開始1分3 0秒後から5分後(噴出終了)まで，?噴出開始5分後から8分3 0秒後まで，?
噴出開始10分後から20分後まで，の４つの時間帯に現れた．

４．解析および解析結果
各振動の波形を拡大し，振動?，?および?について，いくつかのイベントについて立ち上がりの時刻を読み取

った．振動?については，それぞれの地点について，立ち上がりの対応を取ることが難しかったので，今回は振動
源の推定を行わなかった．

振動の立ち上がりの時刻から，地震の震源計算と同様な手法を用いて振動源を推定した．速度構造としては，
半無限で均質な速度構造を用いた．到着時刻のみかけ速度の最小値が90m/sとなったので，速度を80m/sとした．

震源計算の結果，振動源の深さは，振動?：2 . 5 m～3 . 8 m，振動?：6 . 5 mから8 . 6 m，振動?：0 . 3 m～1 . 9 mの範囲に
求めることができた．

５．まとめ
解析結果をみると振動?の深さが振動?，振動?の深さに比べて深くなっていることがわかる．振動源の深さの

絶対的な深さについては，速度の見積もりがかなり大雑把であることからあまり信用はできないが，相対的な位
置関係は正しいと思われる．間欠泉から噴出する水には，水温の時間変化から深いところからの水，浅いところ
からの水があることがわかっているが，振動?，振動?は浅いところへの水の流入に伴う振動，振動?は深いところ
への水の流入あるいは炭酸ガスの発泡に伴う振動であると考えられる．
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